
令和５年度 園全体の⾃⼰点検・⾃⼰評価 
幼保連携型認定こども園 深芝保育園 

 
◎ 保育の計画の編成と実施に関する評価 

Ａ：たいへん良い Ｂ：良い Ｃ：⼀部検討を要する Ｄ：改善を要する 
項⽬ 内   容 評価 意⾒・改善策 

保 
育 
⽬ 
標 
に 
つ 
い 
て 

（１）保育⽬標の具現化に向け、乳幼児の実態
を踏まえた重点⽬標を設定しているか。 

Ａ ⼦ども達の発達段階、実態を踏まえた⽬標
を設定している。 

（２）⽬標は、施設や地域の特⾊を⽣かしてい
るか。 

Ａ 地域の⾃然の豊かさや、園庭の広さを⽣か
せている。 

（３）⽬標は、社会の要請や保護者の願いを反
映しているか。 

Ａ 園⽣活の様々な活動を通し、基本的な⼈格
形成の基盤を築くことで社会や保護者の要
請に応えている。 

（４）⽬標は、前年度の反省を⽣かしているか。 Ａ 前年度を踏まえて作成している。 
（５）⽬標は、全職員で検討し、かつ共通理解
を図っているか。 

Ａ 全職員で⽬標を確認し、共通理解を図って
いる。 

教 
育 
・ 
保 
育 
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（１）指導計画は乳幼児の実態に即して作成し
ているか。 

Ａ 担任を中⼼に、各年齢の発達年齢を⼗分理
解した上で指導計画が⽴てられている。 

（２）教育・保育要領に基づく指導・⽀援を適
切に⾏っているか。 

Ａ 教育・保育要領に基づき、指導や⽀援を⾏っ
ている。 

（３）環境の構成を意識した保育や過程を常に
⼯夫しているか。 

Ａ 活動がより豊かになるよう、⼦ども達の発
想を柔軟に取り⼊れたり、⾏事を通して季
節の変化に気づかせたり、異年齢児で交流
が持てるよう環境構成を⼯夫している。 

（４）素材・⽤具を適切に活⽤しているか。 Ａ 保育活動に必要な素材や⽤具を活⽤してい
る。 

（５）1 ⽇の流れ（デイリープログラム）は現
⾏でよいか。 

Ｂ 各年齢に応じた無理のないデイリープログ
ラムになっている。 

（６）評価結果を基に保育の改善に努めている
か。 

Ｂ 改善に努めている。 

⾏ 
事 
に 
つ 
い 
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（１）⾏事の種類や実施回数は適切か。 Ｂ 新型コロナウイルスが 5 類に移⾏したこと
により、従来⾏ってきたいくつかの⾏事を
多少の制限はあったが再開することができ
た。 

（２）⾏事のねらいを実施に⽣かしているか。 Ａ ⾏事計画に即して実施している。 
（３）評価・改善の体制をとっているか。 Ｂ 反省点をだし、改善に繋がるようにしてい

る。 
（４）保護者の意⾒を取り⼊れているか。 Ｂ 保護者会役員会で意⾒を聞き、計画してい

る。 
 
 
 
 



◎ 全体計画に対する⾃⼰評価 
Ａ：たいへん良い Ｂ：良い Ｃ：⼀部検討を要する Ｄ：改善を要する 

項⽬ 内   容 評価 意⾒・改善策 
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（１） 園の特⾊を⽣かした教育・保育をして 
いるか。 

Ａ ⼦ども達の発達年齢を⼗分理解して、⼀⼈ひ
とりの個性に合わせた教育・保育に努めてい
る。 

（２）⼦どもの⼼と体の健康を⽀援している
か。 

Ａ ⼦ども達の⽇々の体調管理はもとより、精神
⾯、⾏動⾯、アレルギーなどで対応の必要な
⼦など、嘱託医、関係機関との連携や研修を
通して学びを得たり情報を発信したりしな
がら適切な保育を提供できるよう努めてい
る。 

（３）「⾷を営む⼒」の基礎を培う⾷育の計
画・実施になっているか。 

Ａ ⾷育計画に即して実施している。 

（４）⼩学校との接続を意識した教育・保育
の内容になっているか。 

Ａ 教職員間で情報提供、情報交換等を密にし、
連携を図っている。 
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（１）事故防⽌・事故対応は適切に出来てい
るか。 

Ｃ 園児がバギーから上半⾝を乗り出し転落し
背中を打撲し嘱託医を受診する。他児に押さ
れ⽔筒に下唇、下顎をぶつけ下唇を切り出⾎
し嘱託医を受診。全職員で安全対策について
再度確認し合い、事故防⽌に徹底して努めて
いきたい。 

（２）災害への対応について、備えは出来て
いるか。 

Ａ 毎⽉の避難訓練の実施や備蓄品の確保など
を⾏ってきた。 

（３）施設内・外の環境は、衛⽣的に管理さ
れていたか。 

Ａ 薬剤師の指導のもと、学校安全衛⽣計画に即
して適切に管理してきた。 

⼦ 
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（１）保護者・地域の⼦育て家庭への⽀援は
適切に⾏っているか。 

Ａ 新型コロナウイルスが 5類に移⾏したことに
より、⼦育て⽀援センターの利⽤者も増加し
た。また、⼤学教授や職員との育児に関する
⾯談や専⾨機関との連携を取りながら保護
者や利⽤者に⼦育ての情報を提供してきた。 

（２）職員の研修は適切に⾏っているか。 Ａ コロナ過で定着したオンラインによる研修
はもとより、対⾯での研修の機会も増えて多
くの職員が参加し研鑽してきた。 

⽬ （１）⾃⼰評価を適切に⾏っているか。 Ｂ 適切に⾃⼰評価をしてきた。 
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（２）重点⽬標は達成できたか。 Ｂ 基本的な⼈格形成の基盤を築く上で⼀番⼤
切な乳幼児期の⼦ども達⼀⼈ひとりに、適切
な教育・保育の対応が⾏われるよう職員が⼀
丸となり努⼒し、⽬標を達成することができ
たように思う。 

 


